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【部門区分】第７部門第２区分
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【公表日】平成30年2月8日(2018.2.8)
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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月31日(2018.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダイオードバンクの各々がレーザダイオードを含み、レーザビームを出力するように構
成されているダイオードバンクと、
　要求されたパワーの指示を受信し、現在のパワーレベルから異なるパワーレベルへの移
行を必要とする前記要求されたパワーに基づいて、複数のダイオードバンクを選択的に動
作させるように構成されている制御ユニットと、
　を備え、
　第１の複数のダイオードバンクは、前記異なるパワーレベルが前記現在のパワーレベル
より小さいときに動作し、または、
　第２の複数のダイオードバンクは、前記異なるパワーレベルが前記現在のパワーレベル
より大きいときに動作し、
　前記第２の複数のダイオードバンクは、前記第１の複数のダイオードバンクに含まれて
いるダイオードバンクの数よりも多いダイオードバンクの数を含む
　レーザシステム。
【請求項２】
　前記要求されたパワーが前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクの最大パワー
と等しいとき、第１のパワーは前記第１のダイオードバンクの前記最大パワーと等しく、
第２のパワーはゼロに等しい請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項３】
　前記ダイオードバンクの各々は最大パワーを有し、
　前記レーザシステムは、前記ダイオードバンクの各々の前記最大パワーの合計と等しい
システム最大パワーを有し、
　第１の電流制御信号は、前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクを、前記第１
のダイオードバンクの最大パワーの５０％よりも広い範囲で調整するように構成され、
　他の電流制御信号は、前記ダイオードバンクの第２のダイオードバンクをそれぞれの最
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大パワーの５０％よりも狭い制限された範囲で調整するように構成されている
　請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項４】
　前記広い範囲は、前記第１のダイオードバンクの前記最大パワーの４０％から１００％
を含む請求項３に記載のレーザシステム。
【請求項５】
　前記制限された範囲は、前記第２のダイオードバンクのそれぞれの最大パワーの７０％
から１００％を含む請求項３に記載のレーザシステム。
【請求項６】
　前記広い範囲は、前記第１のダイオードバンクの前記最大パワーの１０％から１００％
を含む請求項３に記載のレーザシステム。
【請求項７】
　前記ダイオードバンクのうちの１つの前記最大パワーは、前記ダイオードバンクのうち
の他の１つの前記最大パワーと異なる請求項３に記載のレーザシステム。
【請求項８】
　前記第１のダイオードバンクの前記最大パワーは、前記第２のダイオードバンクそれぞ
れの前記最大パワーより大きい請求項３に記載のレーザシステム。
【請求項９】
　前記レーザシステムはダイレクトダイオードレーザを含む請求項１に記載のレーザシス
テム。
【請求項１０】
　前記レーザダイオードは、シングルエミッタレーザダイオードまたはマルチエミッタレ
ーザダイオードである請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項１１】
　前記ダイオードバンクの各々に対応する電流制御信号を受信し、前記電流制御信号に基
づいて前記ダイオードバンクに電流を流すことができるように構成されている電流コント
ローラをさらに備える請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項１２】
　前記マルチエミッタレーザダイオードは、レーザダイオードバーまたは垂直共振器型面
発光レーザ（VCSEL）アレイを含む請求項１０に記載のレーザシステム。
【請求項１３】
　前記レーザダイオードは、少なくとも１つが空間結合されるか、偏光結合された出力を
有する少なくとも２つのレーザダイオードを含むレーザダイオードジュール内に配置され
ている請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項１４】
　レーザ利得媒体に連結されたダイオード励起レーザシステムをさらに含み、
　前記ダイオード励起レーザシステムの出力パワーは前記レーザ利得媒体を励起するよう
に構成され、
　前記レーザ利得媒体は、ファイバレーザ、ディスクレーザ、スラブレーザ、ロッドレー
ザ、ダイオード励起の固体レーザ、ラマンレーザ、ブリルアンレーザ、光パラメトリック
レーザ、アルカリ蒸気レーザのうちの１つを含む
　請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項１５】
　前記ダイオードバンクは、第１のダイオードバンク、第２のダイオードバンク、及び、
少なくとも１つの第３のダイオードバンクを含む請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項１６】
　変調周波数の機能として、レーザダイオードの温度を制御する温度制御ユニットを含む
請求項１に記載のレーザシステム。
【請求項１７】
　前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクは、前記レーザダイオードが搭載され
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た支持構造を含み、
　前記温度制御ユニットは、前記支持構造に連結され、前記支持構造を加熱するように構
成された電気抵抗素子を含む
　請求項１６に記載のレーザシステム。
【請求項１８】
　ダイオードバンクに配置されたレーザダイオードを含むレーザシステムのためのパワー
制御方法であり、各ダイオードバンクは、前記レーザダイオードの少なくとも１つを含み
、最大パワーを有し、
　制御ユニットによって、要求されたパワーの指示を受信し、
　前記制御ユニットによって、現在のパワーレベルから異なるパワーレベルへの移行を必
要とする前記要求されたパワーに基づいて、複数のダイオードバンクを選択的に動作させ
、
　第１の複数のダイオードバンクは、前記異なるパワーレベルが前記現在のパワーレベル
より小さいときに動作し、または、
　第２の複数のダイオードバンクは、前記異なるパワーレベルが前記現在のパワーレベル
より大きいときに動作し、
　前記第２の複数のダイオードバンクは、前記第１の複数のダイオードバンクに含まれて
いるダイオードバンクの数よりも多いダイオードバンクの数を含む
　パワー制御方法。
【請求項１９】
　前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクに関連する第１のパワーは、前記レー
ザシステムで出力される要求されたパワーと、前記ダイオードバンクの第２のダイオード
バンクに関連するゼロに等しい第２のパワーとを含む請求項１８に記載のパワー制御方法
。
【請求項２０】
　前記ダイオードバンクの１つのダイオードバンクを出力ゼロに動作させることは、前記
少なくとも１つのレーザダイオードの閾値電流よりも小さい電流を前記ダイオードバンク
に流すことを含む請求項１９に記載のパワー制御方法。
【請求項２１】
　前記ダイオードバンクの各々は最大パワーを有し、
　前記レーザシステムは、前記ダイオードバンクの各々の前記最大パワーの合計と等しい
システム最大パワーを有し、
　前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクは、前記第１のダイオードバンクの最
大パワーの５０％よりも広い範囲で調整され、
　前記ダイオードバンクの第２のダイオードバンクは、それぞれの最大パワーの５０％未
満を含む範囲で調整される
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項２２】
　前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクの範囲は、前記第１のダイオードバン
クの最大パワーの０％から１００％を含み、
　前記ダイオードバンクの第２のダイオードバンクは、それぞれの最大パワーの７０％を
超えるパワーに調整される
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項２３】
　前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクの最大パワーは、前記ダイオードバン
クの第２のダイオードバンク各々の最大パワーより大きい請求項１８に記載のパワー制御
方法。
【請求項２４】
　前記ダイオードバンクの第１のダイオードバンクの最大パワーは、前記ダイオードバン
クの第２のダイオードバンク各々の最大パワーより小さい請求項１８に記載のパワー制御
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方法。
【請求項２５】
　さらに、前記ダイオードバンクのパルスまたは変調動作の１つの期間に、前記レーザダ
イオードの少なくともいくつかがオフであるとき、それらを加熱する請求項１８に記載の
パワー制御方法。
【請求項２６】
　さらに、前記ダイオードバンクのうちの１つのダイオードバンクのレーザダイオードを
制限されたパワーの範囲のみで動作させ、前記制限されたパワーの範囲は前記レーザダイ
オードのうちの１つのレーザダイオードの公称パワーに対応する値を含む請求項１８に記
載のパワー制御方法。
【請求項２７】
　さらに、前記ダイオードバンクの第１のレーザダイオードを波長制御モードで動作させ
、
　前記第１のレーザダイオードの各々は、制限されたパワーの範囲で動作する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項２８】
　さらに、前記レーザダイオードの第１のレーザダイオードを高輝度モードで動作させ、
　前記第１のレーザダイオードの各々は、制限されたパワーの範囲のみで確実に高輝度出
力を生成する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項２９】
　さらに、前記レーザダイオードの第１のレーザダイオードを短パルスモードで動作させ
、
　前記第１のレーザダイオードの各々は、前記レーザダイオードの制限されたパワーの範
囲のみの特定のパルスパラメータの範囲内で確実にパルスを発生する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３０】
　前記ダイオードバンクの特定のダイオードバンクのレーザダイオードの各々は、制限さ
れたパワーの範囲のみで高電気光効率で動作し、
　前記方法は、さらに、
　レーザダイオードの各々を前記制限されたパワーの範囲内のみで動作させる
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３１】
　前記レーザシステムは、ダイレクトレーザシステムを含む請求項１８に記載のパワー制
御方法。
【請求項３２】
　前記レーザシステムは、レーザ利得媒体に連結されたダイオード励起レーザシステムを
含み、
　前記方法は、さらに、
　前記ダイオード励起レーザシステムの出力で前記レーザ利得媒体を励起し、
　前記レーザ利得媒体は、ファイバレーザ、ディスクレーザ、スラブレーザ、ロッドレー
ザ、ダイオード励起の固体レーザ、ラマンレーザ、ブリルアンレーザ、光パラメトリック
レーザ、アルカリ蒸気レーザのうちの１つを含む
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３３】
　前記レーザシステムは、利用可能なパワーと利用不可のパワーとを有し、
　前記方法は、さらに、
　もし要求されたパワーが前記利用不可のパワーの１つを含めば、選択的に、
　前記レーザシステムを前記要求されたパワーと最も近い利用可能なパワーを出力するよ
うに動作させる、
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　前記レーザシステムを前記要求されたパワーよりも高い最も小さな利用可能なパワーで
ある利用可能なパワーを出力するように動作させる、
　前記レーザシステムを前記要求されたパワーよりも低い最も大きな利用可能なパワーで
ある利用可能なパワーを出力するように動作させる、または
　前記レーザシステムをゼロパワーを出力するように動作させる
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３４】
　さらに、警告メッセージまたはエラー状態情報の少なくとも１つを出力する請求項１８
に記載のパワー制御方法。
【請求項３５】
　さらに、前記要求されたパワーが前記ダイオードバンクの調整パワー限界と前記ダイオ
ードバンクの調整パワー範囲外のパワーを含む範囲を超えて変調されていれば、パワー調
整の期間に、前記ダイオードバンクのオンとオフの事例を低減するために、ヒステリシス
を利用する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３６】
　さらに、要求されたパワーを出力するために前記ダイオードバンクのパワーを調整し、
　前記パワーの調整は、前記ダイオードバンクのオン時間のアンバランスを低減するため
に、前記ダイオードバンクがオン及びオフされる順番を周期的に変更する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３７】
　さらに、要求されたパワーを出力するために前記ダイオードバンクのパワーを調整し、
　前記パワーの調整は、前記ダイオードバンクの均一な経年劣化を促進するために、第１
のパワーと第２のパワーを等しくする
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３８】
　前記レーザシステムは、ルックアップテーブルまたは閉ループフィードバックの少なく
とも１つを含み、
　前記方法は、さらに、
　前記ダイオードバンクのパワーを調整するために前記ルックアップテーブルまたは前記
閉ループフィードバックの少なくとも１つを利用する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項３９】
　前記レーザシステムは、ルックアップテーブルまたは閉ループフィードバックの少なく
とも１つを含み、
　前記方法は、さらに、
　パワーの精度を向上させるために、前記ルックアップテーブルまたは前記閉ループフィ
ードバックのパラメータの少なくとも１つを周期的に更新する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
【請求項４０】
　前記レーザシステムは、ルックアップテーブルまたは閉ループフィードバックの少なく
とも１つを含み、
　前記方法は、さらに、
　前記レーザシステムによる出力パワーにおける不連続の事例を低減するために、前記ル
ックアップテーブルまたは前記閉ループフィードバックのパラメータの少なくとも１つを
周期的に更新する
　請求項１８に記載のパワー制御方法。
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